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～卒業時に目指す姿（活躍する地域人材として）～  校訓 

「誠実」自己と他者の多様性を尊重し、互いを大切にする。 

「勤勉」自分に向き合い、深く考え、実行するために、生涯にわたって学び続ける。 

「自治」自分の能力や個性を生かして、地域や社会に貢献できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「個別最適な学び」と 

「協働的な学び」の一体的な充実 

～3年間の学び～ 

〇生命を育て食に向き合う事で、 

自分に向き合い、自信を持ち、 

未来に向かって成長する。 

〇農業を学び、農業で学ぶことによって、 

自他の体と心と社会のウエル・ビーイング 

（Well-being） について考え行動する。 

〇社会人として地域や社会に貢献するため、 

生き方、暮らし方、働き方を考える。 

 

 

スクールミッション（学校の使命） 

静岡県東部地域における農業教育の拠点校として、校訓『誠実・勤勉・自治』の下、動植物を

介在した特色ある学びと、共生・共育の実践を通して、幅広い教養を身に付けるとともに、人間愛

に満ちた豊かな心を育て、持続可能な社会づくりと地域産業・文化の発展に貢献する有為な人材

の育成を目指す。 

伊豆田方分校（共生・共育） 

インクルーシブな学校運営モデル

事業 交流及び共同学習の充実 

3年生（18歳成年） 

２年生 

１年生 

～求める生徒像～ ＜義務教育からバトン受け取る＞ 

農業及び５教科の学習内容に興味と関心を持ち、 

将来に向かって自分の意志で考え、学び、行動できる生徒。 

教職員の役割 

支援者・伴走者・メンター 

＜教える専門家から学びの専門家へ＞ 

農業高校で学ぶ知識と技術

をしっかりと体験し身に付け

る。（基礎学力の定着。実

験・実習を大切にする。） 

（教職員が）新しい時代の価値観に沿った

働き方、専門職性を修得する。 

 （生徒、教職員が）持続可能な社

会をつくるために、保護者や地域

社会と連携する。 

全ての生徒・教職員が安全で安心して学

ぶことのできる場をみんなでつくる。 

 （生徒が）伊豆田方分校等との

「共生・共育」によって社会の多様

性について学ぶ。 

 （生徒が）学校農業ク

ラブ・生徒会・部活動に

よって自治を学ぶ。 

（生徒が）将来の生き方・

暮らし方・働き方を考える。

（キャリア教育と進路支援

の充実） 

（生徒が）自ら考えて、自

他のために行動する力を

身に着ける。 

地域・家庭との連携協力 

ＰＴＡ・コミュニティスクール 

進学・就職  

＜地域にバトンをつなぐ＞ 

学校 ～生徒の安全・安心な学びの場、教職員の成長の場～ 

支援から申請へ 

体験から経験へ 

指導から伴走へ 

生徒から社会人へ 


